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「
会
津
型
」と
は

　
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、喜
多
方
の
小
野
寺
家

を
通
じ
て
東
北
一
円
に
販
売
さ

れ
て
い
た
染
型
紙（
布
に
紋
様

を
染
め
る
た
め
の
型
紙
）。県
の

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

展
覧
会

「
く
ら
し
の
な
か
の
会
津
型
」

　
昔
も
今
も
生
活
に
彩
り
を
添

え
て
く
れ
る
会
津
型
の
デ
ザ
イ

ン
に
着
目
し
、身
近
な
生
き
物

や
西
洋
風
の
柄
な
ど
、現
代
で

も
お
し
ゃ
れ
さ
を
感
じ
る
型
紙

を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。

伊
勢
型
紙
×
会
津
型

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、伊
勢
型
紙
と
会
津
型
を

組
み
合
わ
せ
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ポ
ー
チ
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
好
き
な
会
津
型
を
選
ん
で
、

型
彫
り
し
た
後
、伊
勢
型
紙
と

組
み
合
わ
せ
て
、ポ
ー
チ
に
絵

付
け
し
ま
す
。
体
験
し
た
方
か

ら
は
、﹁
複
雑
な
模
様
を
彫
っ
た

と
き
の
達
成
感
と
、型
紙
に
合

う
色
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る

の
が
楽
し
か
っ
た
﹂
と
好
評
で

し
た
。

会
津
型
×（
カ
ケ
ル
）

　
市
内
の
団
体
や
学
校
の
活
動

と
会
津
型
を
掛
け
合
わ
せ
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
会
な

ど
を
通
じ
て
会
津
型
に
触
れ
て

楽
し
む
企
画
を
実
施
し
ま
し

た
。会津

型
研
究
会

　
﹁
染
織
工
房
れ
ん
が
﹂
で
型

彫
体
験
と
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
に

は
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ま

し
た
。
通
常
も
事
前
予
約
で
型

彫
り
体
験
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

建
物
内
で
は
会
津
型
を
あ
し
ら

い
、藍
染
め
し
た
商
品
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、会
津
型
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

① 会津型「松竹梅に折鶴」
② 桐桜高校作のプロジェクションマッピング

▲喜多方高校美術部制作「喜多方染型紙風土図屏風」の一部

▲伊勢型紙（左）と会津型（右）

② ①

◀ 型紙でできたランプシェード

市内の歴史的建造物などを会場
に、展覧会やワークショップ、ト
ークイベント、スタンプラリーを
通じて会津型を楽しめるイベン
トを 10 日間（10 月７日～16 日）
開催しました。

会
津
型

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

き
た
か
た

き
た
か
た

あ
い
あ
い会

津
型

会
津
型

づづ

会
津
型

会
津
型か

た
か
た
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耶
麻
農
業
高
校

　
会
津
木
綿
と
会
津
型
を
コ
ラ

ボ
さ
せ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体

験
と
、生
徒
制
作
の
浴
衣
や
会

津
型
を
使
っ
た
作
品
な
ど
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
で
の
勉
強
会
に
よ
る
知

識
の
深
掘
り
や
、入
り
口
か
ら

目
を
引
く
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ

の
よ
う
な
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
、会
津
型
へ
の
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
素
敵
な
空
間
で
し
た
。

吉
田
真
菜
氏

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
漆
の
豆
皿
に
、金
箔
を
使
用

し
た
会
津
型
の
箔
押
し
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
箔
押
し
用
に
粘

度
の
高
い
漆
を
使
い
、接
着
剤
の

よ
う
に
し
て
金
箔
を
付
け
ま
す
。

　
参
加
し
た
方
は
、漆
塗
り
と

金
箔
の
扱
い
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、出
来
上
が
り
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

喜
多
方
高
校

　
会
津
型
と
装
飾
パ
ー
ツ
を
Ｕ

Ｖ
レ
ジ
ン
で
固
め
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
休

憩
も
で
き
る
店
内
で
、さ
ま
ざ

ま
な
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て

作
っ
た
、世
界
に
一
つ
だ
け
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
皆
さ
ん
大
満

足
で
し
た
。
ま
た
、﹁
秋
を
食
べ

よ
う
﹂
を
テ
ー
マ
に
考
案
し
た

焼
き
い
も
シ
ェ
イ
ク
も
好
評
で

し
た
。

会
津
型
の
こ
れ
か
ら

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、会
津
型
×（
カ
ケ
ル
）の

成
果
発
表
お
よ
び
会
津
型
の
将

来
像
に
つ
い
て
話
し
合
う
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。喜
多
方
の
良
さ
、会
津

型
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、地
域
の
歴
史
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

問
文
化
課
文
化
芸
術
振
興
班

☎（
24
）５
３
２
３

　耶麻農業高校
大原 まさやさん

　会津型についての勉強や
今回のコースター制作など
の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ
て、喜多方の文化を体験で
きたことで、新しい気付き
を得ることができました。
　お客さまへの説明は、緊
張してはじめはうまく伝え
る こ と が 難 し か っ た け れ
ど、徐々に余裕も生まれて、
しっかりと教えることがで
きて、上達を感じられたの
が嬉しかったです。
　イベントの企画から運営
まで、皆で楽しみながら行
えました。これからも素晴
らしい伝統と文化を残して
いきたいです。 ▲全国高等学校家庭科技術検定

１級の浴衣（上）２級の甚平（下）

❶豆皿に乗せた型紙の上
から漆を塗ります。

▲ UV レジンアクセサリー

❷❶に金箔を乗せ、真綿
で押します。

❸摺り込み（漆の重ね塗
り）をして、コーティン
グします。

▲会津木綿に会津型を色付け
したコースター

出来上がり

ワークショップに参加した
手代木 茜さん

　かわいい装飾が多く、
会津型との組み合わせに
迷ったけれど、考えてい
る時間も楽しかったで
す。丁寧に教えてもらい
ながら、上手に作ること
ができました。

　お客さまとコミュニケーションを取り
ながら、楽しく運営することができたと同
時に、企画・運営の大変さに気付きました。
新聞を見て、市外から来てくださった方が
いて、嬉しかったです。作品にお客さまの
個性が出ていて、私たちも出来上がりを楽
しむことができました。

喜多方高校
原　紅愛さん



■
配
布
開
始
日
時

10
月
31
日（
月
）か
ら
随
時

■
配
布
場
所

　
こ
ど
も
課
、各
総
合
支
所
住
民

課
、各
公
立
こ
ど
も
園

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

　
可

■
申
込
期
間
　
次
の
期
間
の
開

庁（
所
）日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

①
１
次
受
付
：
11
月
７
日（
月
）

〜
30
日（
水
）

②
２
次
受
付
：
12
月
１
日（
木
）

　
〜
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

※

２
次
申
込
者
は
、１
次
申
込
者

の
残
枠
で
の
入
所
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
場
所
　
こ
ど
も
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
住
民
課

※

申
込
書
類
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
、申
込
書
を
受
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
４
年
度
の
入
所
が
保
留

に
な
っ
て
い
る
方
も
、令
和
５
年

度
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
保
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合

は
、教
育
・
保
育
給
付
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。教
育
・

保
育
給
付
認
定
に
は
、子
ど
も
の

年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に
応
じ

て
、３
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

認
定
申
請
は
入
所
申
し
込
み
と

同
時
に
行
い
ま
す
。

　
保
育（
２
・
３
号
認
定
）を
利

用
す
る
場
合
は
、次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
す
べ
て
の
保
護
者
が

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
１
月
64
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

④
親
族
の
常
時
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も

　
の
継
続
利
用

⑩
そ
の
他
、市
長
が
認
め
る
場
合

※

い
ず
み
幼
稚
園
の
１
号
認
定
、

千
草
幼
稚
園
、塩
川
幼
稚
園
へ
の

入
園
に
つ
い
て
は
、直
接
そ
れ
ぞ

れ
の
園
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
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内
容  

健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、地
方

公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
で
あ

る
か
ど
う
か
を
表
す
指
標
と
し

て
、｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ

き
毎
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
計

算
し
、公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

各
指
標
は
、い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
２
年
度
決
算
に
基

づ
く
比
率
と
比
較
す
る
と
、実
質

公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、０
．７

ポ
イ
ン
ト
減
少
、将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
は
、２
．４
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、以
下
に
示
す
早
期
健
全

化
基
準
お
よ
び
財
政
再
生
基
準

に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
決
算

分
に
対
応
す
る
基
準
で
す
。

  

財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

新
入
児
童（
園
児
）募
集

令和５年度

申
込
書
な
ど
の
配
布

入
所
申
し
込
み

教
育
・
保
育
給
付
認
定

問
申 保

育
を
必
要
と
す
る
事
由

■ 保育施設など一覧（【 】内の数字は定員数（予定）、対象児童の年齢基準日は令和 5 年 4 月 1 日時点）
種別 対象施設名 対象児童 認定区分

認定こども園

第三こども園【60】、堂島こども園【70】、姥堂こども園【55】、
駒形こども園【65】、山都こども園【90】、高郷こども園【50】 ０～５歳児 １号

２号

１号
２号

２号
３号

３号第一こども園【90】 ２～５歳児

第二こども園【80】、第四こども園【80】、すぎっここども園【45】、

いずみ幼稚園【39】
満３～５歳児

認可保育所

道光保育所【60】、さくらっこ保育園【60】、東町のびやか保育園【120】、
ひめさゆり保育園【20】（令和６年３月閉園）、塩川のびやか保育園【90】、
どんぐりの森【60】、たんぽぽ保育園【60】、ドレミ保育園【70】、
木‘ｓ保育園【60】、きらり保育園―塩川ドレミー【60】

０～５歳児

小規模
保育施設

桜ヶ丘育児園【19】、きっずはうす【19】、こすもす保育園【19】、
こころ保育園【19】、塩川すこやか育児園【16】、おひさま保育園【19】 ０～２歳児 ３号

事業所内保育施設 東町さつき保育園【19】 ０～２歳児 ３号

幼稚園 千草幼稚園【120】、塩川幼稚園【80】 満３～５歳児 １号

■ 教育・保育給付認定の区分など
認定区分 対象年齢 認定内容や利用時間

１号認定 満３歳以上
・教育を希望する場合
・１日４時間程度

２号認定 ・保育を必要とする事由に該当し、保育を希望する場合
・保育認定により保育標準時間(１日最大 11時間)と保育短時間(１日最大８時間)３号認定 満３歳未満

ミニテル保育園「こびとのチャペル」【18】

※上記の定員数は申し込み状況などにより変動する場合があります。

公
　
立

私
　
立

問

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

◆健全化判断比率 （単位：％）

区 分 令和３年度決算
に基づく比率

令和２年度決算
に基づく比率 財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.72 20.0

－ － 17.72 30.0

実質公債費比率 6.8 7.5 25.0 35.0

将来負担比率 53.1 50.7 350.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」と表示しています。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ「財

政健全化計画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

◆資金不足比率 （単位：％）

会 計 名 令和３年度決算
に基づく比率

令和２年度決算
に基づく比率 経営健全化基準

工業団地造成事業特別会計

－ － 20.0

－ － 20.0

－ － 20.0水　道　事　業　会　計

下　水　道　事　業　会　計

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上に
なると、公営企業会計ごとに経営健全化計画の策定が必要になり、議会の議決も必要とな
ります。

早期健全化基準

連結実質赤字比率

【指標の内容】
実質赤字比率
　一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
将来負担比率
　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
資金不足比率
　一般会計などの実質赤字額にあたる公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率

　　※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的な一般財源の額を示します。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す



■
配
布
開
始
日
時

10
月
31
日（
月
）か
ら
随
時

■
配
布
場
所

　
こ
ど
も
課
、各
総
合
支
所
住
民

課
、各
公
立
こ
ど
も
園

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

　
可

■
申
込
期
間
　
次
の
期
間
の
開

庁（
所
）日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

①
１
次
受
付
：
11
月
７
日（
月
）

〜
30
日（
水
）

②
２
次
受
付
：
12
月
１
日（
木
）

　
〜
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

※

２
次
申
込
者
は
、１
次
申
込
者

の
残
枠
で
の
入
所
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
場
所
　
こ
ど
も
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
住
民
課

※

申
込
書
類
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
、申
込
書
を
受
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
４
年
度
の
入
所
が
保
留

に
な
っ
て
い
る
方
も
、令
和
５
年

度
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
保
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合

は
、教
育
・
保
育
給
付
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。教
育
・

保
育
給
付
認
定
に
は
、子
ど
も
の

年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に
応
じ

て
、３
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

認
定
申
請
は
入
所
申
し
込
み
と

同
時
に
行
い
ま
す
。

　
保
育（
２
・
３
号
認
定
）を
利

用
す
る
場
合
は
、次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
す
べ
て
の
保
護
者
が

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
１
月
64
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

④
親
族
の
常
時
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も

　
の
継
続
利
用

⑩
そ
の
他
、市
長
が
認
め
る
場
合

※

い
ず
み
幼
稚
園
の
１
号
認
定
、

千
草
幼
稚
園
、塩
川
幼
稚
園
へ
の

入
園
に
つ
い
て
は
、直
接
そ
れ
ぞ

れ
の
園
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

広報きたかた　2022. 11　⑤ 広報きたかた　2022. 11　④☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

内
容  

健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、地
方

公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
で
あ

る
か
ど
う
か
を
表
す
指
標
と
し

て
、｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ

き
毎
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
計

算
し
、公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

各
指
標
は
、い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
２
年
度
決
算
に
基

づ
く
比
率
と
比
較
す
る
と
、実
質

公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、０
．７

ポ
イ
ン
ト
減
少
、将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
は
、２
．４
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、以
下
に
示
す
早
期
健
全

化
基
準
お
よ
び
財
政
再
生
基
準

に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
決
算

分
に
対
応
す
る
基
準
で
す
。

  

財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

新
入
児
童（
園
児
）募
集

令和５年度

申
込
書
な
ど
の
配
布

入
所
申
し
込
み

教
育
・
保
育
給
付
認
定

問
申 保

育
を
必
要
と
す
る
事
由

■ 保育施設など一覧（【 】内の数字は定員数（予定）、対象児童の年齢基準日は令和 5 年 4 月 1 日時点）
種別 対象施設名 対象児童 認定区分

認定こども園

第三こども園【60】、堂島こども園【70】、姥堂こども園【55】、
駒形こども園【65】、山都こども園【90】、高郷こども園【50】 ０～５歳児 １号

２号

１号
２号

２号
３号

３号第一こども園【90】 ２～５歳児

第二こども園【80】、第四こども園【80】、すぎっここども園【45】、

いずみ幼稚園【39】
満３～５歳児

認可保育所

道光保育所【60】、さくらっこ保育園【60】、東町のびやか保育園【120】、
ひめさゆり保育園【20】（令和６年３月閉園）、塩川のびやか保育園【90】、
どんぐりの森【60】、たんぽぽ保育園【60】、ドレミ保育園【70】、
木‘ｓ保育園【60】、きらり保育園―塩川ドレミー【60】

０～５歳児

小規模
保育施設

桜ヶ丘育児園【19】、きっずはうす【19】、こすもす保育園【19】、
こころ保育園【19】、塩川すこやか育児園【16】、おひさま保育園【19】 ０～２歳児 ３号

事業所内保育施設 東町さつき保育園【19】 ０～２歳児 ３号

幼稚園 千草幼稚園【120】、塩川幼稚園【80】 満３～５歳児 １号

■ 教育・保育給付認定の区分など
認定区分 対象年齢 認定内容や利用時間

１号認定 満３歳以上
・教育を希望する場合
・１日４時間程度

２号認定 ・保育を必要とする事由に該当し、保育を希望する場合
・保育認定により保育標準時間(１日最大 11時間)と保育短時間(１日最大８時間)３号認定 満３歳未満

ミニテル保育園「こびとのチャペル」【18】

※上記の定員数は申し込み状況などにより変動する場合があります。

公
　
立

私
　
立

問

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

◆健全化判断比率 （単位：％）

区 分 令和３年度決算
に基づく比率

令和２年度決算
に基づく比率 財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.72 20.0

－ － 17.72 30.0

実質公債費比率 6.8 7.5 25.0 35.0

将来負担比率 53.1 50.7 350.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」と表示しています。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ「財

政健全化計画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

◆資金不足比率 （単位：％）

会 計 名 令和３年度決算
に基づく比率

令和２年度決算
に基づく比率 経営健全化基準

工業団地造成事業特別会計

－ － 20.0

－ － 20.0

－ － 20.0水　道　事　業　会　計

下　水　道　事　業　会　計

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上に
なると、公営企業会計ごとに経営健全化計画の策定が必要になり、議会の議決も必要とな
ります。

早期健全化基準

連結実質赤字比率

【指標の内容】
実質赤字比率
　一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
将来負担比率
　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
資金不足比率
　一般会計などの実質赤字額にあたる公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率

　　※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的な一般財源の額を示します。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す



　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
に
含

ま
れ
て
い
る
水
分
量
は
約
80
㌫

で
、燃
や
す
ご
み
全
体
の
約
20
㌫

が
水
分
で
あ
る
と
い
う
試
算
が

さ
れ
て
い
て
、水
切
り
す
る
こ
と

で
重
量
の
約
10
㌫
を
減
量
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

生
ご
み
の
臭
い
の
主
な
原
因
は
、

生
ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、臭
い
の
抑
制

に
も
効
果
的
で
す
。

　
生
ご
み
の
水
切
り
に
使
用
す

る
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
・
道
具
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、購
入

す
る
か
自
分
で
道
具
を
作
っ
て

水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
絞
り
の
後
、乾
か
す
こ
と

で
、生
ご
み
の
水
分
も
か
さ
も
大

幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の
前
な
ど

に
置
い
て
お
く
と
素
早
く
乾
燥

で
き
ま
す
。

　
食
材
を
買
い
過
ぎ
な
い
、最
後

ま
で
使
い
切
る
、食
べ
残
さ
な
い

な
ど
、日
々
の
生
活
の
な
か
で
意

識
す
る
こ
と
で
、ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。

  

市
民
生
活
課  

環
境
政
策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５

広報きたかた　2022. 11　⑦ 広報きたかた　2022. 11　⑥☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　
市
内
小
学
校
の
児
童
か
ら
11

点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結

果
、市
長
賞
を
は
じ
め
と
す
る
７

人
の
受
賞
者
を
決
定
し
、９
月
30

日（
金
）に
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

問

◆
生
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫

も
大
切
で
す

◆
ひ
と
工
夫
！
捨
て
る
前
に

乾
か
し
ま
し
ょ
う

ＱＡ

ＱＡ
生
ご
み
の
水
切
り
を
す

る
必
要
っ
て
あ
る
の
？

簡
単
な
方
法
で
、ご
み
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、生
ご
み
の
臭
い
を
抑

え
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

水
切
り
は
、ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
の
？

捨
て
る
前
に
、「
ギ
ュ
ー

ッ
と
ひ
と
絞
り
！
」し
て

く
だ
さ
い
。

ペットボトルでできる水切り道具の作り方
①ペットボトルを適度な大きさに
切り、切り口をカラーテープで補強
すれば完成。
②飲 み 口 部 分 に 下 か ら 生 ご み が
入った水切りネットを通し、上下方
向に引っ張り合うと、手を汚さず簡
単に生ごみの水切りができます。

80％80％

　
家
庭
生
活
で
生
じ
た
も
の

で
、指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

袋
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋

に
入
ら
な
い
家
具
、自
転
車
な

ど
の
大
型
ご
み
を
有
料
で
収

集
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品(

テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン)

、パ

ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
で

処
理
が
困
難
な
ご
み
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
の「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
保

存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
所
定
の
申
請
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
）

申
込
期
間
11
月
１
日（
火
）〜

９
日（
水
）

収
集
日
11
月
24
日（
木
）〜
29

日（
火
）の
平
日
の
み

①
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０

円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必

要
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
世
帯
に
つ
き
７
点
ま
で

②
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
ご
み
を
申
請
者
本
人

が
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し

ま
す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ

ん
。満

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
別
世
帯
の
65
歳
未
満
の
同
居

者
が
い
る
場
合
は
対
象
外
）、

生
活
保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
母

子
世
帯
、身
体
障
が
い
者
の
み

の
世
帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
費
用
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
生
活
課  

環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

11月 家庭の家庭の

粗大ごみ収集粗大ごみ収集

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

申
し
込
み
方
法
な
ど

費
用
の
免
除
制
度

問
申

問

　市内外の小中学校から、小学校
１・２年生の部（習字・硬筆）487点、
小学校３・４年生の部（習字・毛筆）
138 点、小学校５・６年生の部（習
字・毛筆）131点、中学生の部（作文）
134 点の応募があり、審査の結果、
12 人の入賞者を決定し、10 月 13
日（木）に表彰式を行いました。

第14回「非核平和のまち」作文・習字コンクール

第
59
回

発
明
展
表
彰
式

受
賞
者（
敬
称
略
）

問

▲喜多方市長賞
（ランドセル守りかさ）

▲

小
学
１
・
２
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

▲

小
学
３
・
４
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

▲

小
学
５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

※

中
学
生
の
部（
作
文
）は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

  

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

受
賞
者（
敬
称
略
）

小
学
１
・
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞

戸
田  

ゆ
り
乃（
姥
堂
小
２
年
）

優
秀
賞

高
橋  

　
暖（
加
納
小
２
年
）

山
口  

紗
永（
塩
川
小
２
年
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞

渡
部  

稜
右（
塩
川
小
４
年
）

優
秀
賞

土
屋  

柚
季（
塩
川
小
４
年
）

戸
田  

美
乃（
姥
堂
小
４
年
）

小
学
５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞

佐
藤  

結
衣（
塩
川
小
６
年
）

優
秀
賞

戸
田  

絢
乃（
姥
堂
小
６
年
）

唐
橋  

弦
夢（
松
山
小
６
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

五
十
嵐  

太
一（
第
二
中
２
年
）

優
秀
賞

渡
部  

愛
海（
山
都
中
３
年
）

佐
藤  

真
希（
第
一
中
１
年
）

喜
多
方
市
長
賞

大
倉  

那
奈（
松
山
小
３
年
）

福
島
県
発
明
協
会
会
長
賞

関
本  

桜
里
姫（
堂
島
小
３
年
）

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所
会
頭
賞

蓮
沼  

廉
士（
松
山
小
６
年
）

き
た
か
た
商
工
会
会
長
賞

齋
藤  

悠（
加
納
小
４
年
）

喜
多
方
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

戸
田  

楓
芽（
豊
川
小
６
年
）

奨
励
賞

真
渡  

斗
優（
塩
川
小
２
年
）

高
畑  

柑
奈（
姥
堂
小
３
年
）

作
品
展
示

期
間
11
月
14
日（
月
）〜
18
日

（
金
）

場
所  

市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

  

商
工
課  

企
業
立
地
・
企
業

支
援
推
進
室

☎（
24
）５
２
４
７

水
切
り

水
切
り

生
ご
み
の

で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！



　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
に
含

ま
れ
て
い
る
水
分
量
は
約
80
㌫

で
、燃
や
す
ご
み
全
体
の
約
20
㌫

が
水
分
で
あ
る
と
い
う
試
算
が

さ
れ
て
い
て
、水
切
り
す
る
こ
と

で
重
量
の
約
10
㌫
を
減
量
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

生
ご
み
の
臭
い
の
主
な
原
因
は
、

生
ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、臭
い
の
抑
制

に
も
効
果
的
で
す
。

　
生
ご
み
の
水
切
り
に
使
用
す

る
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
・
道
具
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、購
入

す
る
か
自
分
で
道
具
を
作
っ
て

水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
絞
り
の
後
、乾
か
す
こ
と

で
、生
ご
み
の
水
分
も
か
さ
も
大

幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の
前
な
ど

に
置
い
て
お
く
と
素
早
く
乾
燥

で
き
ま
す
。

　
食
材
を
買
い
過
ぎ
な
い
、最
後

ま
で
使
い
切
る
、食
べ
残
さ
な
い

な
ど
、日
々
の
生
活
の
な
か
で
意

識
す
る
こ
と
で
、ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。

  

市
民
生
活
課  

環
境
政
策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
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市
内
小
学
校
の
児
童
か
ら
11

点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結

果
、市
長
賞
を
は
じ
め
と
す
る
７

人
の
受
賞
者
を
決
定
し
、９
月
30

日（
金
）に
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

問

◆
生
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫

も
大
切
で
す

◆
ひ
と
工
夫
！
捨
て
る
前
に

乾
か
し
ま
し
ょ
う

ＱＡ

ＱＡ
生
ご
み
の
水
切
り
を
す

る
必
要
っ
て
あ
る
の
？

簡
単
な
方
法
で
、ご
み
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、生
ご
み
の
臭
い
を
抑

え
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

水
切
り
は
、ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
の
？

捨
て
る
前
に
、「
ギ
ュ
ー

ッ
と
ひ
と
絞
り
！
」し
て

く
だ
さ
い
。

ペットボトルでできる水切り道具の作り方
①ペットボトルを適度な大きさに
切り、切り口をカラーテープで補強
すれば完成。
②飲 み 口 部 分 に 下 か ら 生 ご み が
入った水切りネットを通し、上下方
向に引っ張り合うと、手を汚さず簡
単に生ごみの水切りができます。

80％80％

　
家
庭
生
活
で
生
じ
た
も
の

で
、指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

袋
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋

に
入
ら
な
い
家
具
、自
転
車
な

ど
の
大
型
ご
み
を
有
料
で
収

集
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品(

テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン)

、パ

ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
で

処
理
が
困
難
な
ご
み
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
の「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
保

存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
所
定
の
申
請
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
）

申
込
期
間
11
月
１
日（
火
）〜

９
日（
水
）

収
集
日
11
月
24
日（
木
）〜
29

日（
火
）の
平
日
の
み

①
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０

円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必

要
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
世
帯
に
つ
き
７
点
ま
で

②
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
ご
み
を
申
請
者
本
人

が
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し

ま
す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ

ん
。満

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
別
世
帯
の
65
歳
未
満
の
同
居

者
が
い
る
場
合
は
対
象
外
）、

生
活
保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
母

子
世
帯
、身
体
障
が
い
者
の
み

の
世
帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
費
用
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
生
活
課  

環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

11月 家庭の家庭の

粗大ごみ収集粗大ごみ収集

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

申
し
込
み
方
法
な
ど

費
用
の
免
除
制
度

問
申

問

　市内外の小中学校から、小学校
１・２年生の部（習字・硬筆）487点、
小学校３・４年生の部（習字・毛筆）
138 点、小学校５・６年生の部（習
字・毛筆）131点、中学生の部（作文）
134 点の応募があり、審査の結果、
12 人の入賞者を決定し、10 月 13
日（木）に表彰式を行いました。

第14回「非核平和のまち」作文・習字コンクール

第
59
回

発
明
展
表
彰
式

受
賞
者（
敬
称
略
）

問

▲喜多方市長賞
（ランドセル守りかさ）

▲

小
学
１
・
２
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

▲

小
学
３
・
４
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

▲

小
学
５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
作
品

※

中
学
生
の
部（
作
文
）は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

  

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

受
賞
者（
敬
称
略
）

小
学
１
・
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞

戸
田  

ゆ
り
乃（
姥
堂
小
２
年
）

優
秀
賞

高
橋  

　
暖（
加
納
小
２
年
）

山
口  

紗
永（
塩
川
小
２
年
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞

渡
部  
稜
右（
塩
川
小
４
年
）

優
秀
賞

土
屋  

柚
季（
塩
川
小
４
年
）

戸
田  

美
乃（
姥
堂
小
４
年
）

小
学
５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞

佐
藤  

結
衣（
塩
川
小
６
年
）

優
秀
賞

戸
田  

絢
乃（
姥
堂
小
６
年
）

唐
橋  

弦
夢（
松
山
小
６
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

五
十
嵐  

太
一（
第
二
中
２
年
）

優
秀
賞

渡
部  

愛
海（
山
都
中
３
年
）

佐
藤  

真
希（
第
一
中
１
年
）

喜
多
方
市
長
賞

大
倉  

那
奈（
松
山
小
３
年
）

福
島
県
発
明
協
会
会
長
賞

関
本  

桜
里
姫（
堂
島
小
３
年
）

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所
会
頭
賞

蓮
沼  

廉
士（
松
山
小
６
年
）

き
た
か
た
商
工
会
会
長
賞

齋
藤  

悠（
加
納
小
４
年
）

喜
多
方
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

戸
田  

楓
芽（
豊
川
小
６
年
）

奨
励
賞

真
渡  

斗
優（
塩
川
小
２
年
）

高
畑  

柑
奈（
姥
堂
小
３
年
）

作
品
展
示

期
間
11
月
14
日（
月
）〜
18
日

（
金
）

場
所  

市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

  

商
工
課  

企
業
立
地
・
企
業

支
援
推
進
室

☎（
24
）５
２
４
７

水
切
り

水
切
り

生
ご
み
の

で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！



　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
方
法
に
は
、

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
こ
と

に
よ
り
、発
症
率
が
低
く
な
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た
時
が

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
い
こ

と
が
研
究
の
結
果
、分
か
っ
て
い

ま
す
。医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ

せ
寝
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
場
合

以
外
は
、あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。あ
お
む
け
寝
は
睡
眠
中

の
窒
息
事
故
を
防
ぐ
う
え
で
も

有
効
で
す
。

　
母
乳
育
児
が
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
点
で
良
い

事
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
。母
乳

で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

の
方
が
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が

低
い
と
い
う
こ
と
が
研
究
の
結

果
、分
か
っ
て
い
ま
す
。で
き
る

だ
け
母
乳
育
児
に
ト
ラ
イ
し
ま

し
ょ
う
。

　
た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
の

大
き
な
危
険
因
子
で
す
。妊
娠
中

の
喫
煙
に
よ
り
、お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
が
増
え
に
く
く

な
り
ま
す
。ま
た
、呼
吸
中
枢
に

も
明
ら
か
に
良
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。妊
婦
自
身
の
喫
煙

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、妊
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
の
喫
煙
は
や

め
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
、身
近
な

人
の
理
解
も
大
切
で
す
の
で
、日

頃
か
ら
喫
煙
者
に
協
力
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
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日
本
で
は
、女
性
の
喫
煙
率
は

男
性
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
、家
庭
で
の
受
動
喫

煙
の
機
会
が「
ほ
ぼ
毎
日
あ
っ

た
」人
は
、女
性
に
多
く
、受
動
喫

煙
に
よ
る
妊
娠
・
出
産
へ
の
悪

影
響
の
回
避
が
課
題
で
す
。

①
生
殖
能
力
へ
の
影
響

　
妊
娠
を
希
望
し
、避
妊
を
や
め

て
か
ら
妊
娠
す
る
ま
で
の「
受
胎

待
ち
時
間
」は
、女
性
本
人
ま
た

は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
の
喫
煙

に
よ
っ
て
長
く
な
り
ま
す
。ま

た
、喫
煙
者
の
女
性
は
、閉
経
が

早
ま
り
、妊
娠
で
き
る
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
。

②
妊
婦
・
胎
児
へ
の
影
響

　
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
中
で
も
、特
に
、ニ
コ

チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
が
妊
娠
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。具
体
的

に
は
、胎
児
・
胎
盤
の
低
酸
素
状

態
や
、胎
盤
の
老
化
促
進
・
機
能

低
下
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
、低
出

生
体
重
児
や
早
産
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
受
動
喫
煙
は
、乳
幼

児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

の
要
因
で
あ
る
こ
と
や
、低
出
生

体
重
児
・
胎
児
発
育
遅
滞
と
の

関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。妊

婦
が
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
た

際
に
、胎
児
へ
も
少
な
か
ら
ず
有

害
物
質
が
流
入
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
妊
婦
の
喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、

胎
児
の
成
長
発
達
を
阻
害
し
、出

生
後
ま
で
も
著
し
い
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、妊
婦
の

生
活
環
境
か
ら
、た
ば
こ
の
煙
を

排
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、妊
婦
自
身
へ
の
禁

煙
支
援
と
並
行
し
て
、妊
婦
を
受

動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め
に
、家
族

の
支
援
が
必
要
で
す
。受
動
喫
煙

の
被
害
を
受
け
て
い
る
妊
婦
が

多
数
い
る
こ
と
か
ら
、「
喫
煙
し

な
い
人
が
絶
対
に
た
ば
こ
の
煙

を
吸
わ
さ
れ
な
い
社
会
環
境
づ

く
り
」を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、市
民
の
方
を
対
象
に
、

「
禁
煙
外
来

治
療
費
助
成

事
業
」を
行

っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る

方
は
、相
談

し
て
く
だ
さ

い
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

　
今
回
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性

行
為
で
感
染
し
、女
性
の
子
宮

頚
が
ん
の
主
な
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
で
す
。子
宮
頚
が
ん
は
、

日
本
で
は
20
〜
40
代
女
性
を
中

心
に
毎
年
１
万
人
が
診
断
を
受

け
、３
０
０
０
人
も
の
命
を

奪
っ
て
い
ま
す
。子
宮
摘
出
な

ど
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
り
、将
来
出
産
で

き
な
く
な
る
な
ど
怖
い
病
気
で

す
。し
か
し
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
将
来
の

子
宮
頚
が
ん
の
90
㌫
を
予
防
で

き
る
た
め
、「
小
学
校
６
年
〜
高

校
１
年
の
女
子
」の
定
期
予
防

接
種
は
と
て
も
大
切
で
す
。ま

た
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
て「
特
別
に

重
い
副
反
応
を
起
こ
し
や
す
い

わ
け
で
は
な
い
」安
全
な
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。過
去
に
重
い
副
反

応
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
積

極
的
な
接
種
勧
奨
が
中
止
と

な
っ
て
い
た
た
め
、日
本
の
現

在
の
接
種
率
は
10
㌫
台
と
非
常

に
低
い
で
す
が
、今
年
の
４
月

か
ら
定
期
接
種
の
勧
奨
が
再
開

さ
れ
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
逃
し

た
女
性
に
対
す
る
無
料
接
種
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
意
識
調
査
の
た
め
、

市
内
女
子
中
学
生
と
当
院
の
女

性
患
者
さ
ん
、そ
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。多
く
の
方
が
定
期

接
種
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、接
種
率
は
６
㌫

台
と
非
常
に
低
い
結
果
で
し

た
。や
は
り「
副
作
用
が
心
配
」、

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。様
々
な
情
報
が

錯
綜
す
る
時
代
で
す
が
、Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
近
く
の
医
療
機
関
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

医  師 中澤  祐太朗

子
宮
頚
が
ん
を
予
防
で
き
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

睡眠中の
赤ちゃんを
守ろう！

た
ば
こ
に
よ
る 11月は「乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）対策強化月間」です

あ
お
む
け
に

寝
か
せ
ま
し
ょ
う

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）

で
き
る
だ
け
母
乳

で
育
て
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
や
め
ま

し
ょ
う

　赤ちゃんがある日突然、睡眠中に亡くなってしまう病気です。事故や窒息でもなく、何の予兆や既往歴
もないまま、死に至る原因不明の病気と言われています。令和元年には78人の乳幼児がＳＩＤＳで亡く
なり、乳児期の死亡原因の第４位となっています。発症は、乳児期の赤ちゃんに多く、まれに１歳以上で
も発症することがあります。
　12月以降の冬季に発症する傾向が高いことから、毎年11月に発症予防の普及啓発を行っています。赤
ちゃんを守るため、家族だけでなく、身近の人も、ＳＩＤＳの理解を深め、発症リスクを低くする取り組
みに協力しましょう。

悪
影
響

女
性
の
喫
煙
に
よ
る
妊
娠

・
出
産
へ
の
影
響

妊
婦
の
受
動
喫
煙
の
影
響

妊
婦
と
家
族
へ
の
禁
煙
支
援



　
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
方
法
に
は
、

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
こ
と

に
よ
り
、発
症
率
が
低
く
な
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た
時
が

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
い
こ

と
が
研
究
の
結
果
、分
か
っ
て
い

ま
す
。医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ

せ
寝
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
場
合

以
外
は
、あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。あ
お
む
け
寝
は
睡
眠
中

の
窒
息
事
故
を
防
ぐ
う
え
で
も

有
効
で
す
。

　
母
乳
育
児
が
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
点
で
良
い

事
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
。母
乳

で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

の
方
が
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が

低
い
と
い
う
こ
と
が
研
究
の
結

果
、分
か
っ
て
い
ま
す
。で
き
る

だ
け
母
乳
育
児
に
ト
ラ
イ
し
ま

し
ょ
う
。

　
た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
の

大
き
な
危
険
因
子
で
す
。妊
娠
中

の
喫
煙
に
よ
り
、お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
が
増
え
に
く
く

な
り
ま
す
。ま
た
、呼
吸
中
枢
に

も
明
ら
か
に
良
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。妊
婦
自
身
の
喫
煙

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、妊
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
の
喫
煙
は
や

め
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
、身
近
な

人
の
理
解
も
大
切
で
す
の
で
、日

頃
か
ら
喫
煙
者
に
協
力
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
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日
本
で
は
、女
性
の
喫
煙
率
は

男
性
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
、家
庭
で
の
受
動
喫

煙
の
機
会
が「
ほ
ぼ
毎
日
あ
っ

た
」人
は
、女
性
に
多
く
、受
動
喫

煙
に
よ
る
妊
娠
・
出
産
へ
の
悪

影
響
の
回
避
が
課
題
で
す
。

①
生
殖
能
力
へ
の
影
響

　
妊
娠
を
希
望
し
、避
妊
を
や
め

て
か
ら
妊
娠
す
る
ま
で
の「
受
胎

待
ち
時
間
」は
、女
性
本
人
ま
た

は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
の
喫
煙

に
よ
っ
て
長
く
な
り
ま
す
。ま

た
、喫
煙
者
の
女
性
は
、閉
経
が

早
ま
り
、妊
娠
で
き
る
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
。

②
妊
婦
・
胎
児
へ
の
影
響

　
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
中
で
も
、特
に
、ニ
コ

チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
が
妊
娠
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。具
体
的

に
は
、胎
児
・
胎
盤
の
低
酸
素
状

態
や
、胎
盤
の
老
化
促
進
・
機
能

低
下
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
、低
出

生
体
重
児
や
早
産
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
受
動
喫
煙
は
、乳
幼

児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

の
要
因
で
あ
る
こ
と
や
、低
出
生

体
重
児
・
胎
児
発
育
遅
滞
と
の

関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。妊

婦
が
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
た

際
に
、胎
児
へ
も
少
な
か
ら
ず
有

害
物
質
が
流
入
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
妊
婦
の
喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、

胎
児
の
成
長
発
達
を
阻
害
し
、出

生
後
ま
で
も
著
し
い
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、妊
婦
の

生
活
環
境
か
ら
、た
ば
こ
の
煙
を

排
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、妊
婦
自
身
へ
の
禁

煙
支
援
と
並
行
し
て
、妊
婦
を
受

動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め
に
、家
族

の
支
援
が
必
要
で
す
。受
動
喫
煙

の
被
害
を
受
け
て
い
る
妊
婦
が

多
数
い
る
こ
と
か
ら
、「
喫
煙
し

な
い
人
が
絶
対
に
た
ば
こ
の
煙

を
吸
わ
さ
れ
な
い
社
会
環
境
づ

く
り
」を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、市
民
の
方
を
対
象
に
、

「
禁
煙
外
来

治
療
費
助
成

事
業
」を
行

っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る

方
は
、相
談

し
て
く
だ
さ

い
。

  

保
健
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２
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問

　
今
回
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性

行
為
で
感
染
し
、女
性
の
子
宮

頚
が
ん
の
主
な
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
で
す
。子
宮
頚
が
ん
は
、

日
本
で
は
20
〜
40
代
女
性
を
中

心
に
毎
年
１
万
人
が
診
断
を
受

け
、３
０
０
０
人
も
の
命
を

奪
っ
て
い
ま
す
。子
宮
摘
出
な

ど
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
り
、将
来
出
産
で

き
な
く
な
る
な
ど
怖
い
病
気
で

す
。し
か
し
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
将
来
の

子
宮
頚
が
ん
の
90
㌫
を
予
防
で

き
る
た
め
、「
小
学
校
６
年
〜
高

校
１
年
の
女
子
」の
定
期
予
防

接
種
は
と
て
も
大
切
で
す
。ま

た
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
て「
特
別
に

重
い
副
反
応
を
起
こ
し
や
す
い

わ
け
で
は
な
い
」安
全
な
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。過
去
に
重
い
副
反

応
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
積

極
的
な
接
種
勧
奨
が
中
止
と

な
っ
て
い
た
た
め
、日
本
の
現

在
の
接
種
率
は
10
㌫
台
と
非
常

に
低
い
で
す
が
、今
年
の
４
月

か
ら
定
期
接
種
の
勧
奨
が
再
開

さ
れ
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
逃
し

た
女
性
に
対
す
る
無
料
接
種
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
意
識
調
査
の
た
め
、

市
内
女
子
中
学
生
と
当
院
の
女

性
患
者
さ
ん
、そ
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。多
く
の
方
が
定
期

接
種
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、接
種
率
は
６
㌫

台
と
非
常
に
低
い
結
果
で
し

た
。や
は
り「
副
作
用
が
心
配
」、

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。様
々
な
情
報
が

錯
綜
す
る
時
代
で
す
が
、Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
近
く
の
医
療
機
関
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

医  師 中澤  祐太朗

子
宮
頚
が
ん
を
予
防
で
き
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

睡眠中の
赤ちゃんを
守ろう！

た
ば
こ
に
よ
る 11月は「乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）対策強化月間」です

あ
お
む
け
に

寝
か
せ
ま
し
ょ
う

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）

で
き
る
だ
け
母
乳

で
育
て
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
や
め
ま

し
ょ
う

　赤ちゃんがある日突然、睡眠中に亡くなってしまう病気です。事故や窒息でもなく、何の予兆や既往歴
もないまま、死に至る原因不明の病気と言われています。令和元年には78人の乳幼児がＳＩＤＳで亡く
なり、乳児期の死亡原因の第４位となっています。発症は、乳児期の赤ちゃんに多く、まれに１歳以上で
も発症することがあります。
　12月以降の冬季に発症する傾向が高いことから、毎年11月に発症予防の普及啓発を行っています。赤
ちゃんを守るため、家族だけでなく、身近の人も、ＳＩＤＳの理解を深め、発症リスクを低くする取り組
みに協力しましょう。

悪
影
響

女
性
の
喫
煙
に
よ
る
妊
娠

・
出
産
へ
の
影
響

妊
婦
の
受
動
喫
煙
の
影
響

妊
婦
と
家
族
へ
の
禁
煙
支
援
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９
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）茨

城
県
潮
来
市
で「
第
31
回
全
国
市

町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
潮
来
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、議
会
議
員
の
部
に

出
場
し
た「
喜
多
方
市
議
会
ク

ル
ー
」が
初
優
勝
を
果
た
し
、男

子
１
６
０
歳
以
上
の
部
に
出
場

し
た「
さ
ゆ
り
〜
ず
」が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
大

会
に
は
、全
国
20
市
町
村
か
ら
82

ク
ル
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が
出
場
し
、
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勝
を
か
け
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レ
ー
ス

が
繰
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げ
ら
れ
ま
し
た
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会
２
日
目
は
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天
の
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め

陸
上
で
ロ
ー
イ
ン
グ
マ
シ
ン
を

使
用
し
た
レ
ー
ス
と
な
り
、喜
多

方
市
議
会
ク
ル
ー
は
、抜
群
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
ミ
ス
な
く
力

を
発
揮
し
、見
事
１
位
で
ゴ
ー

ル
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同
大
会
で
の
喜
多
方
市
ク

ル
ー
の
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勝
は
、平
成
30
年
第
27

回
大
会
の
成
年
男
子
の
部
で
優

勝
し
た「
揚
津
分
校
」以
来
４
年

ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
議
会
の
選
手
の
皆

さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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市
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第
16
回
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村
対
抗
福
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式
野
球
大
会
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お
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て
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方
市
チ
ー
ム
は
９
月
16
日（
金
）

に
桑
折
町
と
の
第
１
回
戦
で
勝

利
し
ま
し
た
が
、南
会
津
町
と
の

第
２
回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
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　市内には、同じ趣味や目的を持って、熱心に活動している市民活動団体や文化団体、スポーツ団体などが数
多くあり、同じ趣味を持つ仲間と出会う機会や、自己表現ができる貴重な機会になります。
　今月号では、２つの団体の活動を紹介します。

社会教育関係団体　デッサンの会

喜多方市文化協会加盟団体　杉の実会

　 デッサンの会  小桧山  ☎090（5233）0131 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問問

第
31
回
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
潮
来
大
会
結
果

　県の婦人教育指導者研修会の修了生で構成され、平成元年
度に発足したグループです。会員相互の資質の向上と親睦を
図りながら、地域社会の進展に寄与することを目的として活
動しています。
　発足当時からボランティア活動も行っています。

・天心ケアハイツでのリネン交換
・夢の森デイサービスでの入浴介助などのお手伝い
・ひめさゆり祭りにて、おもてなしの心でお茶のサービスなど
・日中線記念館や機関車内の清掃活動

 内　　容　基礎の鉛筆、木炭のデッサン、クロッキー
から水彩、パステルなどを使った作品制作と発表を
行い、絵画技法と感性の向上を図っています。
　また、日本水彩画会員の五十嵐君枝さんを講師に
研修を重ねています。
　毎年 10 月には「デッサンの会展」を開催し、活動の
成果を発表しています。
　年に一度のスケッチ旅行、モデル人物写生を行っ
ています。初心者の方でも大歓迎です。
 活動場所　駒形公民館
 活動日時　第２、第４日曜日 午前 9 時 30 分～午後 3 時
※講師の都合で日時が変更する場合があります。
 会　　費　年額 18,000 円（月 1,500 円）

会　員　数　 13 人
会　　費　年間 1,300 円
活動場所　日中線記念館、熱塩加納公民館研修室
　 杉の実会  代表  上野  ☎090（4632）2574
　 または文化課  文化芸術振興班  ☎（24）5323
問

　
９
月
22
日（
木
）南
会
津
町

の
御
蔵
入
交
流
館
で
、第
44
回

少
年
の
主
張
福
島
県
大
会
が

行
わ
れ
、豊
原
太
一
さ
ん（
山

都
中
３
年
）が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
豊
原
さ
ん
は
、自
身
の
持
病

の
治
療
の
た
め
に
尽
力
し
つ

つ
、温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る

ご
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
、他
者
と
の
違
い
は
必
死
に

乗
り
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、

互
い
に
認
め
合
う
も
の
だ
と

主
張
し
ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
大
会
で
の
主
張

か
ら
更
に
練
習
を
重
ね
た
成

果
が
感
じ
ら
れ
、堂
々
と
し
た

素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

　
発
表
の
全
文
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　  

生
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学
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生
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学
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係☎（
24
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１
８

問 少
年
の
主
張
福
島
県
大
会

豊
原
さ
ん（
山
都
中
）が
優
秀
賞

市
代
表

▲ 最終アンカーの山口選手

▲ 表彰式を終えた喜多方市議会クルー

第
16
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
結
果

問

　「自分がこの話をしたら、自分の印象が変わってしまうのかな」、
「病気があると良い印象はもたれないのかな」など、僕はこの主張作

文を書くとき、正直迷いました。
　しかし、多様性が少しずつ認められてきている今を生きる人たち
に、どうしてもこの思いを伝えたいと思い、書くことにしました。
　人前での発表は、あまり慣れていませんでしたが、学校や家で練
習して、思いを伝えられるように頑張りました。
　県大会では、今までの練習のおかげでしっかりと主張ができたと
思います。そして、優秀賞をいただくことができました。この経験を
生かして、これからの人生を歩んでいきます。
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　市内には、同じ趣味や目的を持って、熱心に活動している市民活動団体や文化団体、スポーツ団体などが数
多くあり、同じ趣味を持つ仲間と出会う機会や、自己表現ができる貴重な機会になります。
　今月号では、２つの団体の活動を紹介します。

社会教育関係団体　デッサンの会

喜多方市文化協会加盟団体　杉の実会
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度に発足したグループです。会員相互の資質の向上と親睦を
図りながら、地域社会の進展に寄与することを目的として活
動しています。
　発足当時からボランティア活動も行っています。
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から水彩、パステルなどを使った作品制作と発表を
行い、絵画技法と感性の向上を図っています。
　また、日本水彩画会員の五十嵐君枝さんを講師に
研修を重ねています。
　毎年 10 月には「デッサンの会展」を開催し、活動の
成果を発表しています。
　年に一度のスケッチ旅行、モデル人物写生を行っ
ています。初心者の方でも大歓迎です。
 活動場所　駒形公民館
 活動日時　第２、第４日曜日 午前 9 時 30 分～午後 3 時
※講師の都合で日時が変更する場合があります。
 会　　費　年額 18,000 円（月 1,500 円）

会　員　数　 13 人
会　　費　年間 1,300 円
活動場所　日中線記念館、熱塩加納公民館研修室
　 杉の実会  代表  上野  ☎090（4632）2574
　 または文化課  文化芸術振興班  ☎（24）5323
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　「自分がこの話をしたら、自分の印象が変わってしまうのかな」、
「病気があると良い印象はもたれないのかな」など、僕はこの主張作

文を書くとき、正直迷いました。
　しかし、多様性が少しずつ認められてきている今を生きる人たち
に、どうしてもこの思いを伝えたいと思い、書くことにしました。
　人前での発表は、あまり慣れていませんでしたが、学校や家で練
習して、思いを伝えられるように頑張りました。
　県大会では、今までの練習のおかげでしっかりと主張ができたと
思います。そして、優秀賞をいただくことができました。この経験を
生かして、これからの人生を歩んでいきます。


